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平成 31 年３月定例記者会見 

【２月 28 日(木)午前 10 時／４階特別会議室】 

 

会見項目 

１ 宮古市と青山学院大学・青山学院女子短期大学の連携に関する協定書の締結式について 

（学校教育課） 

２ 宮古港クルーズ船おもてなしサポーターの募集について      （港湾振興課） 

３ 宮古市産業支援フォーラムについて              （産業支援センター） 

４ 平成３０年度宮古市津波避難訓練について              （危機管理課） 

５ 宮古市東日本大震災追悼式について                  （総務課） 

６ 「三陸鉄道リアス線一貫運行記念」宮古市歓迎イベントについて（企画課・観光課） 

７ グリーンピア三陸みやこ「ドッグラン」「ドッグホテル」のオープンについて 

（企画課） 

 

会見内容 

  別紙資料１～７のとおり。 

 

記者との質疑 

ＴＶＩ記者 

  避難訓練のメイン会場はどこになりますか。 

市長 

  今回はメインをつくりませんでした。したがって、炊き出し訓練などは行いません。

避難所を開けるまでが訓練となります。 

ＴＶＩ記者 

  資料７について、ドッグランは芝生だけですか。障害物のようなものは設置されてい

ないのでしょうか。 

市長 

  ほぼフラットな芝生なのですが、ぽっこりした山で変化をつけるよう整備工事を進め

ています。 

ＩＢＣ記者 

  災害対策本部の中を取材・撮影することはできますか。 

市長 

  限られた時間になりますが取材ＯＫとしたいと思います。 
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ｍｉｔ記者 

  資料６の歓迎イベントについて、市独自でセレモニーなどを行うということでしょう

か。 

市長 

  三陸鉄道が行うのは公式行事なので式典や祝賀会がありますが、市としておもてなし、

お出迎えといったことでリアス線開通を盛り上げようというものです。 

ｍｉｔ記者 

  払川駅、八木沢・宮古短大駅で行われるセレモニーの内容を教えていただけますか。 

市長 

  三陸鉄道、市、地域住民代表でテープカットをする予定です。その後、集まった地域

住民には、小旗を振りながら入線する列車を出迎えてもらいます。 
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資料１ 宮古市と青山学院大学・青山学院女子短期大学の連携に 

関する協定書の締結式について 
 

目的 宮古市と青山学院大学及び青山学院女子短期大学との連携協力により、相互

の利益を図り、宮古市の市政及び市民活動等の発展、大学の教育及び研究等に

寄与する。 

 

日時 ３月１０日(日) 午前１０時３０分～１１時 

 

場所 イーストピアみやこ 市民交流センター２階多目的ホール 

 

内容 ■出席者 

 青山学院大学：    三木義一学長 

白濱哲郎部長 

 青山学院女子短期大学：八耳俊文学長 

            趙 慶姫教授 

吉岡康子准教授 

宮古市：山本市長、佐藤副市長、桐田副市長、伊藤教育長、大森教育部長 

 

■具体的な連携・協力事項  

（１）地域づくり・まちづくりの推進に関すること。 

（２）教育研究・文化の振興に関すること。 

（３）人材育成に関すること。 

（４）ボランティア活動に関すること。 

（５）その他相互に連携協力することが必要と認められる事項 

 

経緯 ■これまでの経緯 

2014 年 8 月、青山学院女子短期大学との連携協力に関する協定を締結  

■これまでの活動 

  

 

 

 

 

 

・追悼式でのハンドベル演奏 

・イベントの開催 

・教育委員会事業への協力支援 

・フェリーターミナル壁画プロジェクトへの支援 
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これまで

の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山学院

大学への

学部移行 

■イベントの開催 

 

■教育委員会への支援事業 

イベント名 日程 会場 支援の内容 

みやこイングリッ

シュ・キャンプ 

H27 

H28 

宮古小学校 小学生を対象とした英語体験、異文化

交流体験事業に、学生が運営スタッフ

として参加 

宮古・ニュートン・

サマースクール 

H27～H29 宮古小学校 小学生を対象とした理科実験教室の各

ブースに、学生が運営スタッフとして

参加 

 

■青山学院大学コミュニティー人間科学部の設置に伴う、短期大学からの移行 

▼ 2019 年度以降、短期大学としての学生の募集を停止する 

▼ 子ども学科は、2020 年度まで存続（3年制のため） 

▼ 専攻科については、2021 年度まで存続 

 

イベント名 日程 会場 イベントの内容 

田老おたのし

み会 

H26 グリーンピア

三陸みやこ 

田老地区児童を対象とした、ゲーム、縁日の

開催等 

青山 day H26 シーアリーナ 市内児童を対象とした、ゲーム、縁日の開催

等 

宿題かたづけ

隊 

H26 

H27 

赤前・千徳・山

口学童の家 

学童の家利用児童を対象とした、学生ボラン

ティアによる宿題や学習支援 

グリーンピア

ン夏祭り 

H30．8 グリーンピア

三陸みやこ 

市内児童を対象とした、ゲーム、縁日の開催

等 

問い合せ 市教育委員会事務局 学校教育課 学習指導係 

☎６８－９１１８、ＦＡＸ６３－９１１２ 
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資料２ 宮古港クルーズ船おもてなしサポーターの募集について 

 

趣旨・ 

目的 

宮古港へのクルーズ船寄港を多くの市民等で歓迎し、宮古ならではの「お

もてなし」を行うことにより、乗船客、乗務員、船会社等へ宮古の魅力を発

信する必要がある。 

宮古港のイメージアップを図り、今後のクルーズ船寄港増加につなげてい

くため、「宮古港クルーズ船おもてなし本部」の中に、「宮古港クルーズ船お

もてなしサポーターズ」を設置し、ボランティアでおもてなし活動を支える

サポーターを募集するものである。 

 

内容 ■登録資格 

「クルーズ船を歓迎したい」「地元の魅力をＰＲしたい」「岸壁において普

段の活動を披露しておもてなししたい」「港やクルーズが好き」など、クル

ーズ船誘致の取り組みに協力できる個人、グループまたは団体とする。 

住所地等は問わない。 

■登録方法 

所定の登録申込書により、おもてなし本部事務局へ申し込む 

■登録料 

無料（登録後の年会費なども無し） 

■サポーターの区分 

  活動内容により５つの区分に分けてサポーターを募集する。 

(1)出演（郷土芸能等） 

(2)交流イベント実施企画 

(3)観光ガイド、通訳ガイド 

(4)歓迎事業サポート 

(5)歓迎・お見送りサポート 

■サポーターの特典 

  共通特典としては、次の３つ。 

① 会員証が交付される 

② メール等で寄港詳細案内が情報提供される 

③ サポーター限定の船内見学会に参加できる（応募多数の場合は抽選） 

 ※このほかに、サポーターの種別ごとの特典も有り。 

 

問い合せ 市港湾振興課 港湾振興係（☎６８－９０９３） 
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資料３ 宮古市産業支援フォーラムについて 

 

趣旨・ 

目的 

予算がなかったり、制約があったりなど、「逆境」に置かれている企業・

団体の課題を「アイデア」で解決してきた“企画術”について、宣伝、情報

発信を得意とする講師から学ぶもの。 

 

期日 ３月７日(木) 

 

場所 イーストピアみやこ市民交流センター 

 

主催 宮古市 

 

内容 ■ワークショップ【14:30～16:00】場所＝１階会議室 

講演に先立ち、希望者に、アイデア発想術や企画術、ＰＲ技術を学ぶこと

ができるワークショップを実施。 

◆定員 ２０人（参加無料。事前申し込みが必要） 

 

■講演【16:30～18:20】場所＝２階多目的ホール 

◆演題 逆境をアイデアに変える企画術 

◆講師 ㈱博報堂クリエイティブディレクター 河西
かわにし

智彦
ともひこ

さん 

◆スケジュール  16:30    開会 

16:40-18:10 講演［90 分間］ 

18:10-18:20 質疑応答 

 ◆定員 １００人（参加無料。事前申し込みが必要） 

 

特記事項 ◎講師「河西
かわにし

智彦
ともひこ

さん」のプロフィール  

年齢４３歳。㈱博報堂クリエイティブディレクター。 

大手クライアントの業務以外にも、多くの話題となった広告を企画。 

例）岩手日報「最後だとわかっていたなら」 

幸楽苑「２億円事件。」 

新潟県内のお寺「炎上供養」 

など 

 

問い合せ 市産業支援センター 産業支援係（☎６８－９０９２） 
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資料４ 平成３０年度宮古市津波避難訓練について 

 

趣旨・ 

目的 

平成２３年３月１１日、本市を含む東北地方太平洋沿岸を中心に甚大な被

害をもたらした「東日本大震災」での教訓を忘れることなく、今後の津波災

害に対する備えをさらに強化することを目的とし、津波避難訓練を実施する。 

 

日時 ３月１１日(月) 午前６時～６時４０分 

 

場所 宮古市役所、津波避難場所、津波避難ビル、津波避難所など 

 

主催 宮古市 

 

内容 ■今回の訓練の想定 

午前６時、緊急地震速報が流れ、直後に強い揺れを感じ、東北地方の太平

洋沿岸部に大津波警報が発表された、という想定で行う。 

■訓練対象地域 

 市内の津波浸水予想区域全域 

■主な訓練内容と場所 

【宮古市役所】……災害対策本部設置運営訓練 

【津波避難場所】…津波避難行動訓練（市内１１１か所の高台への避難） 

【津波避難ビル】…津波避難ビル避難訓練（市内５カ所の津波避難ビルの

うち４カ所※で実施） 

※４カ所＝三陸北部森林管理署宿舎（磯鶏石崎）、宮古第一病院東棟（保久田）、

介護施設あお空（向町）、後藤泌尿器科皮膚科医院（大通） 

【津波避難所】……避難所開設訓練（市内３２箇所で避難所を開設） 

 

特記事項 ◎防災行政無線による放送のほかに、緊急速報メールの配信、みやこハー

バーラジオへの緊急割り込み放送を行い、複数の手段により市民等へ情

報伝達する。 

 

問合せ 市危機管理監 危機管理課 防災係（☎６８－９１１１） 
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資料５ 宮古市東日本大震災追悼式について 

 

趣旨・ 

目的 

東日本大震災及び大津波により犠牲になられた方々を慰霊・追悼すると

ともに、併せて宮古市の復興への誓いを新たにするため、被災から８年目

にあたる平成３１年３月１１日に追悼式を実施する。 

 

日時 ３月１１日(月) 午後２時３０分～４時 

場所 市民文化会館 大ホール 

主催 宮古市 

内容 【式次第】（予定） 

 (1) 政府主催追悼式の中継 

（黙とう、内閣総理大臣式辞、文
ふみ

仁
ひと

親王
しんのう

殿
でん

下
か

おことば） 

 (2) 開式の辞 

 (3) 式  辞 

 (4) 追悼のことば 

 (5) 追悼電報奉読 

 (6) 献  花 

   （一般献花のため午後４時３０分まで会場を開放） 

※ 市主催の追悼式は、政府主催の追悼式中継終了後に執り行う。 

 

特記事項 ◎東日本大震災による犠牲者数 

 ５８５人（災害関連死 ５５人含む） 

◎追悼式への参列者見込数 

 ご遺族、ご来賓、市民及び関係者を合わせて約７００人。 

 

問い合せ 市総務課 行政係（☎６８－９０６１） 
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資料６ 「三陸鉄道リアス線一貫運行記念」宮古市歓迎イベント 

について 

 

趣旨・ 

目的 

三陸鉄道リアス線一貫運行を広く県内外にＰＲするため、地域住民とともに

歓迎イベントを行う。併せて、新駅として開業する「八木沢・宮古短大駅」と

「払川駅」で開業セレモニーを実施する。 

日時 ３月２３日(土) 午前１１時～午後３時３０分 

３月２４日(日) 午前１０時～午後３時 

場所 宮古駅、磯鶏駅、八木沢・宮古短大駅、津軽石駅、払川駅、宮古駅前広場、

イーストピアみやこ 

主催 宮古市、みやこ夢レール創造事業実行委員会 

内容 ■３月２３日(土) 

11:00～11:15  八木沢・宮古短大駅  …新駅開業セレモニー 

11:45～12:00  宮古駅  …………………出発式（上り 1番列車が 12:00 に 

宮古駅を発車） 

12:00～12:15  払川駅  …………………新駅開業セレモニー 

12:00～13:30  宮古～払川間の各駅  …地域住民による列車の出迎えと見送り 

11:00～15:30  宮古駅前広場  …………飲食・物産販売 

11:00～15:30  イーストピアみやこ  …三陸鉄道パネル展 

■３月２４日(日) 

リアス線一貫運行記念「みやこ夢レールフェスタ」を実施（10:00～15:00） 

◇ステージショー ◇ミニＳＬ試乗会 ◇飲食・物産販売 ◇鉄道模型展 

◇パネル展示   ◇餅まき     など 

特記事項 ◎３月２３日(土)は、三陸鉄道主催の公式記念行事が行われる。 

◆出発式………………（10:50 釜石駅） 

◆記念列車運行………（11:40 釜石駅発） 

◆検修庫お披露目会…（13:35 宮古駅） 

◆記念式典……………（14:30 イーストピアみやこ） 

◆祝賀会………………（16:30 浄土ヶ浜パークホテル） 

 

問い合せ 【３月２３日の催し】市企画課 企画調整係（☎６８－９０６４） 

【夢レールフェスタ】市観光課 もてなし観光係（☎６８－９０９１） 
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資料７ グリーンピア三陸みやこ「ドッグラン」「ドッグホテル」の 

オープンについて 

 

趣旨・ 

目的 

グリーンピア三陸みやこの休止中のスケート場等を活用し、ペット連れの

観光客の誘客や市民の憩いの場としての利用環境の整備に、市とグリーンピ

ア三陸みやこが一体となって取り組み、ホテル利用客の増加、並びに、交流

人口の拡大を図るものである。 

 

オープン

予定日 

今年４月中旬にオープン予定 

 

場所 グリーンピア三陸みやこ 

 

内容 ■ドッグラン 

  グリーンピア三陸みやこの活用を進めるために市が整備しているもの

で、事業費は約２３８０万円。３月完成見込みである。 

≪整備内容≫ 

◆面積１,８００㎡の敷地を天然芝で整備。 

◆大型犬、中型犬、小型犬と、体格に応じた３つの区画とする。 

■ドッグホテル 

  グリーンピア三陸みやこが利用客の増加を図るために整備しているも

ので、事業費は約２５０万円。４月上旬完成見込みである。 

≪整備内容≫ 

◆ドッグランに併設 

◆大型犬３頭、中型・小型犬６頭が宿泊できる９頭分の部屋を整備。 

◆シャワー室を整備し、衛生面にも配慮。 

 

※ドッグラン・ドッグホテルともに利用料は有料だが、金額は現在検討中。 

 

特記事項 ◎岩手県内初のホテルに併設したドッグランである。 

◎三陸沿岸道路田老北ＩＣ横に位置し、交通の利便性が良い。 

 

問い合せ 市企画課 企画調整係（☎６８－９０６４） 

 

 

 


